
01.子どもの夢や特技の伸ばし方に関すること

女

まちは家族
　小中は兄弟感覚。成長段階に差があることも、社会
への第一歩。それぞれの出来る事を出来る様にして欲
しい。
　個性としても取り組めるようになる場になると思
う。相互理解、変化、成長を含めて

70代

子供たちの夢を実現するためには教員の能力が必要。
教員の能力が低いと苦しむ子供たちが出てくる。そう
なっても防御できる教委であってほしい。

男

50代

男 多様化された時代で一本化は難しい。

50代

人が少ないからクラブ活動が出来ない 男

40代

男 英語、外国語を話せるような教育をしてほしい

60代



各人が特技を発表できる授業 男

60代

男 子どもの特技を発表できる機会があるとよいと思う

80代

学校として１つだけでも良いので自慢できるもの（子
供が誇れるもの）を作って欲しい

男

70代

男
外国語を使える教育を、ALTと授業ではない話す機会
を作る。

70代

今は習い事は各々で行かないと習えない環境にある
が、学校教育として専門の先生を雇用して、学校帰り
そのまま習える環境がいいのでは。保護者も送迎しな
くてもいい。

男

40代

男
少人数ならではの教育活動の推進。留学制度を設ける
とか？

50代



子どもの夢…子供のうちに色々と経験して選択肢を広
げてあげたい。地元の農業や工場、職場を経験出来る
ことがあればいいと思う。

女

40代

男
外の世界をもっと知ってほしい。知れる機会があれば
より良いと思う。

40代

今の子供はオンラインゲームばかりで外に行って遊ぶ
子が少ない。外の良さも知ってほしい。

男

40代

女
得意なことを生かせる環境であってほしい。
選択肢を広げてあげる環境であってほしい。

50代

友情の大切さや、世界の平和の尊さ、愛の大切さを教
える。

男

40代

男
様々な体験、地元の食材での食育、スポーツなどの勉
強以外の活動。
プロスポーツなどハイレベルなものを見せてあげる。

50代



個性をのばしていく環境や業務体験の場も必要では。
のびのび過ごせる環境や異文化交流。

男

50代

女

非認知能力を育てる。
楽しい食育、体験の場を増やしたい。
子どもたちに、もっといろんなものを見せてあげた
い。

40代

多様な価値観を持ってほしい。子供に、体験すること
を教えたい。
今のうちに、小さいコミュニティで、物事を回す方法
を学ぶべき。

男

30代

女 英語の会話力を磨く体験も必要。

40代

体験だけではなく、普段から職場を見れる機会が欲し
い。職場体験も限られている。
視野を広げる機会も与えたい。
自然体験を用意するにしても、先生によっては不得意
な方もいる。

女

40代

男 プレゼン能力を育てる環境がもっと必要。

30代



家では出来ないことを体験できるこの環境を大事にし
たい。

女

30代

男 スポーツ、文化交流

40代

ダンスがやってみたい、将棋を教えて欲しいなど子供
たちのやりたいことに挑戦しやすい環境。子どもの可
能性を引き出すことができる体験の場。指導する側が
大人でなくても高校生や中学生が小学生に伝えられる
ものもあるのではないか。

男

40代

女
自然とかかわって学ぶ事は続けて、モノづくりを自由
に豊かに出来るようなプログラムがあると学校は素敵
になると思う。

40代

低学年も工芸や様々な素材を使った買いがや手芸等に
参加できたら良いと思う。

女

40代

女
町内のクリエイターに講師をお願いし、モノづくりに
関わるのがいいのではないか。

40代



学習教科だけではなく、他者と交流を行いながら自分
の好きなことを自由に学ぶことができる時間。

女

50代

女
子どもたちからこんな授業があったらいいと思うとい
うようなアイデアを募集して実施してみる。

50代

子ども達の興味・関心を授業内容と結びつけて学べる
授業
～受動的な学習だけではなく、子どもたちがやってみ
たいことや得意なことを授業と結びつけることで、
“学習が楽しい”“もっと知りたい”といった能動的
な学習意欲が育つと良いなと思います。それが他の
様々なことへの学習意欲にも繋がっていくように思い
ます。

女

40代

女
小学校でやっていたスポーツを中学校まで続けられる
環境がほしい。（中学校の部活にないと、別のスポー
ツをやらなければならない。）

40代

日本人として、日本文化のすばらしさを知らせていけ
たらと思います。PCやAIにはできない人間の心の教
育、地域の伝統文化を伝えていくことも重要だと考え
ます。

女

20代

女
こどもたちが自分で考え、その考えを発しし認め合え
る学校。

60代



子どもが子どもらしくいられる学校 女

60代

女
子どもが小学校、中学校、高校と成長していく中でそ
れぞれの学校が、一人一人の子に生きていく力を導い
てくれる学校。

60代

放課後活動を充実させたい。スポーツ少年団の選択肢
を広くし、無料の塾や塾の費用を援助する、学習でき
る場所の提供等が出来たら良いと思う。

女

30代


